
会 議 録 

件 名 令和２年度 第４回丹波市選挙管理委員会 

日 時 
令和２年９月１日  

午後１時 30分～午後２時５分 

場 

所 

丹波市役所２階 

中会議室 

出席者 
金川方子委員長、青木知也委員長職務代理者、青木正文委員、井根廣美委員 

田口健吾書記長、余田憲太書記、西田浩紀書記 

  

１ 開会・・・書記長 

 

 ２ 委員長あいさつ 

  ・暑い日が続いているが、秋を迎えようとしている。国の方では安倍総理大臣が辞意を

表明し、次期総裁選挙が予定されている。 

  ・11月には丹波市長・丹波市議会議員選挙を執行する。正しく明るい選挙を推進してい

かなくてはいけない。本日は、委員会終了後、明るい選挙推進協議会の会長、副会長と

啓発活動について協議するので、よろしくお願いする。 

 

 ３ 協議事項 

  ○議案第９号 令和２年９月定時登録における選挙人名簿に登録及び選挙人名簿から
抹消する者について 
≪異議なく原案のとおり決定≫ 

  ○議案第 10号 選挙権を有する者の 50 分の１、３分の１の数について 
≪異議なく原案のとおり決定≫ 

 

 ４ その他 

 （１）丹波市長・丹波市議会議員選挙について 

・資料のとおり説明 

① 選挙時啓発 

＜委員長＞ 

  ・街頭啓発は実施するべきか。マスク、手袋など感染症対策を行ったうえで実施しても、

受け取る側はどう思うか。抵抗はないか。 

  ・今年度、選挙を執行した近隣市町に状況を聞いてみてはどうか。 

  ＜書記＞ 

  ・先日、播但都市選挙管理委員会事務協議会に出席し、近隣市と意見交換を行った。今

年度、選挙を執行した市の意見によると全く啓発活動を行っていないわけではないが、

物資を配布するなどの街頭啓発は控えられたと聞いている。その代わり音声での啓発を

強化するなどの代替策を講じる必要はあると考える。 

  ＜委員長＞ 

  ・新型コロナウイルスが収束していない状況なので街頭啓発は難しいが、何かできる啓

発策を考えなければいけない。 

  ＜委員＞ 

  ・選挙運動も従来どおり実施できない可能性が高い。何か選挙管理委員会として選挙運

動実施の基準などはあるのか。 

  ＜書記＞ 

  ・仮に何か基準を設けた場合は、選挙運動を制限することに繋がるので選挙管理委員会



としては、感染症対策を講じて選挙運動を実施していただきたいとしか言えない。 

 

（２）投票所への移動支援について 

・資料のとおり説明 

 

５ 今後の日程・・・次第のとおり説明 

          ≪意見等なし≫ 

 

 ６ 閉  会・・・委員長職務代理者 

 

○ 傍聴人の数・・・１人 

 
 


